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青年・若者への社会的インターンシップを実践する市民活動団体等への助成支援 

・若者の社会的インターンシップにおける活動支援金の助成事業 
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■基本情報 
 □概要   
これからの未来を創造する若者や子どもたちには、地域や自然の中で感じる力、人と関わ

り合う力を育む体験が必要です。本活動助成では、自らがそれらのチカラを育みたいと思

う意欲的な若者の社会的インターンシップを推進する団体等を支援します。年間 3 件程

度、交通費等全体上限 10 万円を、公益性を有し利益を追求しない非営利法人等に助成し

ました。 
□助成件数   
１．黒松内ぶなの森自然学校  
２．札幌まるやま自然学校 
□助成期間 
１．2021 年 4 月〜2022 年 3 月 
２．2021 年 4 月〜2022 年 3 月 
□活動場所 
１．寿都郡黒松内町 
２．札幌市、沼田町 
□助成金総額  
60,000 円 
１．黒松内ぶなの森自然学校 30,000 円 

 ２．札幌まるやま自然学校 30,000 円 
 
■助成成果（助成団体等からの声）  
黒松内ぶなの森自然学校 
「黒松内子ども自然体験活動 インターンシッププログラム」 

留学生で日本語があまり得意ではなかったが、子ども達、スタッフとも良好な関係を築いて

いた。長期休みの冬、春キャンプでは、準備、片付け、子どもと一緒に遊ぶカウンセラーを

担当してもらった。子ども達の心に寄り添い、自分自身も楽しみながら子ども達の遊びの幅

を広げてくれていたように思う。また、自国の文化や言語を紹介するプレゼンも行ってくれ

た。コロナ渦であったが、道内の留学生とつながる機会や活動機会を提供できてよかったの

で、継続していきたい。 

□参加者からの声 

黒松内の自然を子どもたちとのキャンプ活動を通じて、体験することができてよかっ

た。日本の大学生との交流もでき、刺激をうけた。家庭環境や育った街の環境で、子ど

もたちの様子が違うこと、子どもたちの関係性も違うことが学ぶことができた。今後も

自分たちのような留学生がこのような体験ができるように、後進へ体験した内容を伝

えていきたい。 
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札幌まるやま自然学校 インターンシッププログラム 
  ここいくの活動ではみんなの輪から外れがちな子どもに寄り添うように接してくれて

非常に助かった。子どもからも信頼されて手紙を個別でもらうような関係性を構築し

てくれた。のらっこくらぶでは農作業の経験を活かして先回りしてくれたり、保護者の

方とも積極的に行ってくれた。また人前で話したりするのが苦手ということだったが、

絵本の読み聞かせや針仕事、干し柿づくりなどのインストラクションなども経験して

もらい、参加者からも好評をいただいた。 

□参加者からの声 

  ●今まではしっかりとしたプログラムというよりは子どもの遊び場、日常保育という現 

場が多かった。活動に参加するようになって１日やプログラムの流れを意識して実施する 

ことの大切さを学べた。 

●人前、指導者的立場で話すことなどを経験させてもらって苦手意識を少し克服できた。 

●自分のフィールドで活動を今後行っていこうっと思っています。その中で人々が心地よ

く過ごせる時間や空間を意識して過ごせるように全体を見渡せる力をもっとつけていきた

いと思います。 

■助成事業の活動内容 
黒松内ぶなの森自然学校 インターンシッププログラム 

「黒松内地域支援プロジェクト インターンシッププログラム」 

  「子どもは、多くの人と出会い、様々な体験を共にすることで成長していく。自然とい

う舞台で子どもも大人も一緒になって活動し生活をする中で、多様な価値観や自然の美

しさを知り、人を思いやること自分の思いを伝えることはもちろん、危険への察知や対処

といった直観力を養う。子ども達の心身の成長を育むことを目的に、子どもの自然体験活

動の機会を展開している。 
当プログラムでは、「イエティくらぶ」「子ども長期自然体験村」を中心とした子どもの自

然体験活動に、カウンセラーとして現場での子どもの対応や自然体験活動の運営補助に

携わり、実践を通してその技術を学んでもらう。 
札幌まるやま自然学校 インターンシッププログラム 

  子どもの放課後自然体験「ここいく」と週末型子どもの自然体験活動「イエティくら

ぶ」では子どもたちと実際にプログラムをともにしながら自然体験活動を体験し、その

内容や手法を学ぶとともに、プログラム運営・指導に携わり、現場での実践を通して、

その技術や方法論を身に着けることができます。 
 


